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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 新生児管理の発達に伴い，新生児死亡はいちぢるしく

減少した今日，Respiratory distress syndrome（以下R

DSと略す）による児死亡が注目されるようになった．

 肺発育の不完全な未熟児や大量：の羊水などを吸引した

R．DSを有する新生児には，いかに高濃度の酸素を与え

ても充分な肺胞換気が行なわれず，血中の酸素濃度を必

要な程度にまで上昇せしめることが出来ないために，酸

素欠乏によって死亡する例がきわめて多い．

 このような例には，酸素の消費量を低下せしめること

によって酸素欠乏による障害を少なくすることが当面の

問題になる．

 当教室においては，低体温下で代謝を低下せしめ，酸

素消費：量を減少せしめることが，これら酸素欠乏による

新生児死亡を減少せしめる重要な手段であるとして研究

を進めているが，本実験はその一端としてChlorproma－

zineを使用し，低体温とした際のRD Sのウサギにおけ

る酸塩基平衡の変動，生存時間の比較検討を行なった．

 実験方法と実験材料

 RDSを形成する目的で，ウサギに6号ネラトソカテ

ーテルの片肺挿管で実験的無気肺を作成し，冷却槽を使

用して15℃の低温環境でChlorpromazine（以下CPZ

と略す）を1㎎／㎏，5㎎／㎏，10㎎／㎏，20m91㎏，40m9／㎏投

与して，実験的呼吸困難症を酸塩基平衡の面から観察し

た．さらにCPZ投与量の最適条件において，100％酸

素を投与し，pH 7．299以下でTHAMによる補正を行な

った群と，画7．299以下で抜管後，infant circleによる

補助呼吸を行なった群につき，同様の観察を行なった．

 挿管前と挿管後は1時間毎に採血し，Astrup微量：血

液ガス分析装置にて測定．死後摘出肺の無気肺形成部分

について，rnodified Wilheimy balanceを使用しての

表面張力の測定と，病理組織学的検索を行なった．

 研究成績ならびに結論

 酸塩基平衡の変動については，pHは全例とも経時的に

血液の酸性化が増強したが，20㎎／㎏では，他の群に比

較して緩徐であった．

 P。0、は挿管により著明に減少し，挿管後は経過とと

もに上昇．P。co2も経時的に上昇し，平均生存時間は20

㎎／㎏が最も長く17時間であった．

 このPCZ20mg／㎏投与群に酸素やTHAMを併用す

ると，thb：正常範囲内に維持され， P。0、は上昇し，

P。co、は初期には緩徐に，末期には急上昇を示し，平均

生存時間は20時間に延長され，酸素ならびにTHAM併

用の有高性が認められた．THAMはPaco2を低下さ

せるが，作用時間が短く，呼吸中枢に抑制的に働くの

で，換気量を減少させてP。O、の低下をまねく結果，

anoxemiaへの対策が必要となる．

 このため画7，299より低下したところで，infant cir－

cleを使用して，100％酸素による補助呼吸を行うと，

PHes正常値にもどり， P。0、は高値を示し， P。co、は正

常範囲にとどまり，平均生存時間は19時間に延長し，補

助呼吸の有効性が認められた．

 摘出肺の無気肺形成部分の表面張力の測定では，全例

について最小表面張力の著明な上昇とstability index
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の低下が認められ，無気肺であったことが実証された．

また病理組織学的検索においては，挿管側は正常で，他

側は無気肺，肺出血を示し，少数例においては気道末端

部に肺硝子様膜を認めた．

 以上の結果より，RDSを伴う新生児の哺育管理に

は，低温環境，CPZ投与による低体温，酸素， THA

M，補助呼吸は有効であると考えられる．

論 文 審 査 の 要 旨

 実験的ResPiratry distress syndromeを起こしたウサギに，酸素の消費量を減少せしめることを目的と

して低体温環境下においてchl・rPr・ma・ineを投与し，その延命効果と酸塩基平衡への影響をみた．その

結果低体温環境でchlorPr・mazineを使用し， T H AMでP。co2を是正しながら補助呼吸で酸素を与える

と，著しい延命効果があることをみとめた．

 本研究は低体温環境にchlorpromazineを併用したときの酸塩基平衡の状態から， T H：AMによるP・co2

の是正および補助呼吸によるP・・2の是正の必要性を認めたもので，新生児のRespiratory distress syn－

dromeの治療上きわめて価値あるものと認める．
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